＜迫害に備えて＞玄関応対編

· 証しのチャンスとして用いましょう。鳩のように柔和で蛇のように賢く！

· 常に、イエスの愛と光を反映するような身だしなみを心がけましょう！

· 記者が家周りにいる子供に声をかける場合が、あります。（場面を想定して、練習しておきましょう！）

相手：（ピンポ～ン）「すみませ～ん。」

Base: （にこやかに）「はい、何でしょうか？」

相手：「○○出版社ですけど、代表の方いますか？」

Base:「失礼ですが、○○出版社のどちら様ですか？」

相手：「××です」

Base：「お名刺か何か、お持ちでいらっしゃいますか？」

相手：（差し出す）

Base：（両手で受け取り、名刺の名前を見ながら）「ありがとうございます。××様ですね。こちらには、代表という者はおりませんが、どんなご用件でしょうか？」

相手：「そちらはファミリーですよね。」

Base:「はい、そうです。」

【パタンA】 

相手：「アメリカで元信者「後継者」の殺害事件がありましたが、アメリカではテレビや新聞などで色々報道され、騒がれているようなので、日本のファミリーの人たちからのコメントをもらいたいと思って・・」

Base:「これは、雑誌かなにかの取材ですか？」

相手：「ええ」

Base:「どちらの雑誌ですか？」

相手：「週刊△△です。」

Base：「もしファミリーのことでの取材でしたら、ファミリー・インターナショナル日本連絡所が千葉県の館山にありますので、そちらの方にご連絡していただけますでしょうか？　電話番号はお分かりでしょうか？」（日本連絡所の住所･電話番号をあらかじめ用意しておいて下さい。住所：千葉県館山市神余４３５９－９４　Tel０４７０－２８－０７７６）

相手：「教えてください！」

Base:「よろしいですか？　０４７０－２８－０７７６　ですので、そちらの方へお願いします。せっかくいらしていただきましたのに、申し訳ありません。では、失礼します。」

【パタンB】

相手：「こちらは、ユニークな教育をしていると聞いたものですから、是非取材をさせてもらいたいと思いまして・・。」

Base：「ここがユニークな教育をしていると、どこでお知りになったのですか？」

相手：「日本人なのに学校に行かないで、家で勉強し、子ども達が皆英語を上手に話していると、聞いたものですから・・。」

Base：「もし取材と言うことであれば、アポイントをとってからいらしていただけますか？ 今、春休みなので子供達と一緒に出かけて不在になることが多いものですから。」

相手：「そうですよね」

Base：「出来ましたら、FAXで、取材目的や、内容、またご質問があればそれも一緒に送っていただけますでしょうか?　今、ファックス番号を書いて持ってきますね。少々お待ちください。」（あらかじめ、名刺か、メモの準備があるといいかもしれません。）
Base：「お待たせいたしました。こちらになります。もしこちらから××様へご連絡するような事がある場合、こちら（名刺）のご連絡先でよろしいのでしょうか？　（携帯番号が書いてあるかどうか確認し、もしない場合）こちらの電話でご連絡がつかない場合のために、携帯番号も頂いてもよろしいでしょうか？」

相手：（書いていなければ教えないと思いますが・・・）「０９０－１２３４５６７８」

Base：「ありがとうございます。では、失礼します。」

· 応対が終わってから、すぐに、日本連絡所に知らせて下さい。

· あなたのホームを出てから、近所の家を回ることもあるので、注意していて下さい。また、遠くから写真撮影をすることもありますので、戸外に行くときや、外から見える窓越しでの服装や行動にも気をつけると良いでしょう。
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